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今まで実施した海岸保全施設の効果 
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【資料４】 
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ヘッドランドの構造 

ヘッドランドは、アルファベットのT字型をしており、沖に伸びる縦堤
と砂浜に平行に伸びる横堤で形成されています。「天然の岬に挟
まれた砂浜は、侵食を受けにくく、長期間にわたって安定する」と
いう自然の原理を応用して、人工的に岬を作り、安定海浜を作るこ
とを目的としています。 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 

① 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 

② 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 
③ 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 
④ 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 

⑤ 

現在の県の取組 
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海岸整備状況 
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現在の県の取組 



海岸保全施設（離岸堤、HL）の効果 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

10 離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 
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離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

横根海岸（拡大） 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより横根海岸では 

最大45m汀線前進を抑止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



離岸堤・ヘッドランドの効果 
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(b)旭海岸 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 
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6号 

HLなどにより旭海岸では最大75m 

汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

旭海岸（拡大） 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより旭海岸では最大75m 

汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



離岸堤・ヘッドランドの効果 
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(c)吉崎海岸 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

全域にわたって護岸が露出 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

(d)野手海岸 
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離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより野手海岸では最大20m 

汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

野手海岸（拡大） 

新
堀
川 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより野手海岸では最大20m 

汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



離岸堤・ヘッドランドの効果 
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(e)木戸海岸 

2 

1 

0 

-1 

Y
 (

k
m

) 

18 19 

X (km) 

23 22 21 20 

栗
山
川 

木戸海岸 

大
布
川 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより木戸海岸では 

最大15m汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

木戸海岸（拡大） 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

HLなどにより木戸海岸では 

最大15m汀線後退を防止 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



離岸堤・ヘッドランドの効果 
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(f)蓮沼海岸 
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離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

現況の汀線とほぼ同じ 

（数mの差） 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

蓮沼海岸（拡大） 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

現況の汀線とほぼ同じ 

（数mの差） 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



離岸堤・ヘッドランドの効果 
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(g)本須賀海岸 
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本須賀海岸 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

現況の汀線とほぼ同じ 

（数mの差） 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 
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離岸堤・ヘッドランドの効果 

本須賀海岸（拡大） 

離岸堤・ＨＬが無かった場合の予測汀線（2010年） 

現況の汀線とほぼ同じ 

（数mの差） 

離岸堤・HLが無かった場合の汀線
（破線は護岸が露出している箇所） 



海岸保全施設（ヘッドランド、離岸堤）による漂砂制御量は1.8万m3/年（ 7.8万－ 6.0万m3/年 ）。 

海岸保全施設が無ければ、九十九里浜北部の土砂収支は-7.8万m3/年 となるので、海岸保全施設による
漂砂制御率は、（（1.8万m3/年）／（7.8万m3/年））×100＝23.1％となる。 
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+1.4万m3 

海岸保全施設ありの場合 
-7.4万m3 

海岸保全施設の効果により漂砂量が減少した 

年間の土砂収支は 
+1.4万m3＋-7.4万m3 ＝-6万m3 

旭 吉崎 野手 木戸 蓮沼 本須賀 横根 
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+1.4万m3 

海岸保全施設なしの場合 
-9.2万m3 

海岸保全施設がないため漂砂量が減少しない 

年間の土砂収支は 
+1.4万m3＋-9.2万m3＝-7.8万m3 

海岸保全施設（離岸堤、HL）による漂砂制御率 


